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解説

★★ （1） 酢酸カーミン（酢酸オルセイン液）を加えることで、細胞の核が染まり、観察しやすくなる。

★★★ （2） 植物の細胞だけに見られるつくりは葉緑体、細胞壁、液胞の3つである。

★★ （3）

★★★ （4）

★ （5）

★★ （6）

体の各部分の細胞では、血液によって運ばれた物質を使って、エネルギーが取り出されることを「細胞の呼吸」と
いう。

細胞がエネルギーを取り出すとき、養分は①酸素を使って分解され②二酸化炭素と③水ができる。
※②③は順不同

多くの細胞から体ができている生物を「多細胞生物」といい、一つの細胞から体ができている生物を「単細胞生物」
という。

いくつかの組織が集まって、特定のはたらきをしている部分を「器官」という。脳や皮ふ、心臓、小腸などが器官で
ある。

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

1.細胞のつくりとはたらき（解答）

単元2 動物の生活と生物の進化

（6）

器官

（3）

（4）
① ② ③

酸素 二酸化炭素 水

（5）

多細胞生物

（1）

酢酸カーミン液
（酢酸オルセイン液）

細胞壁 液胞（葉緑体）

（2）

呼吸

1

目標時間

10分
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